
   

　
審
議
会
で
は
、
市
議
会
議
員
を
は

じ
め
区
長
会
、
校
長
会
、
各
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
、
保
育
園
保
護
者
会
、
保
・

幼
稚
園
長
の
代
表
３１
名
に
よ
り
約
１

年
２
ヶ
月
、
計
１６
回
の
会
議
で
論
議

を
行
い
教
育
委
員
会
へ
答
申
さ
れ
ま

し
た
。 

 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
審
議
会
の
答

申
を
受
け
市
の
行
政
全
体
で
検
討
を

重
ね
、
平
成
２１
年
３
月
８
日
に
「
阿

蘇
市
学
校
規
模
適
正
化
基
本
計
画
素
案
」

を
次
の
と
お
り
策
定
し
ま
し
た
。 

阿蘇市の児童生徒数 
２５００ 

２０００ 

１５００ 

１０００ 

５００ 

０ 

人
　
数 

H６ H７ H８ H９ H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ 
年　度 

児童数 
生徒数 

阿
蘇
市
学
校
規
模
適
正
化
審
議
会 

適
正
化
の
必
要
性 

平
成
１９
年
１０
月
２５
日
設
立 

　
平
成
２０
年
１２
月
１６
日
答
申 

教
育
委
員
会 

・
適
正
な
学
校
規
模
の
考
え
方 

・
具
体
的
な
方
策 

諮  問 

答  申 

　
児
童
・
生
徒
の
一
人
ひ
と
り

の
力
を
伸
ば
す
に
は
、
あ
る
程

度
の
大
き
な
集
団
の
中
で
教
育

活
動
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る 

　
学
校
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震

性
の
不
足
す
る
施
設
の
整
備
を

行
い
、
安
心
・
安
全
の
確
保
が

必
要
で
あ
る 



適
正
化
の
基
本
方
針 

①
　
適
正
な
学
校
規
模 

　
　
小
学
校
の
適
正
規
模
・
・
１２
学
級
か
ら

１８
学
級 

　
　
中
学
校
の
適
正
規
模
・
・
９
学
級
か
ら

１８
学
級 

＊
波
野
地
域
は
、
通
学
条
件
や
地
域
性
を

考
慮
し
、
小
・
中
学
校
と
も
に
１
学
年

１
学
級 

１
学
級
の
人
数
・
・
小
学
校
１･
２
学

年
３５
人
、
そ
の
他
の
学
年
４０
人 

②
　
通
学
区
域
の
設
定 

現
在
の
校
区
を
基
本
と
し
校
区
の
分
断

を
し
な
い 

③
　
統
合
に
関
す
る
問
題
点
へ
の
対
応 

適
正
化
の
目
的 

①
　
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り 

②
　
心
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
郷
土
を
愛

す
る
逞
し
い
児
童
生
徒
の
育
成 

③
　
指
導
体
制
の
充
実 

④
　
安
全･

安
心
な
環
境
づ
く
り 

⑤
　
効
率
的
な
教
育
行
政
の
推
進 

適
正
化
へ
の
配
慮
事
項 

①
　
地
域
住
民
を
含
め
た
跡

地
利
用
の
検
討 

②
　
統
合
学
校
の
「
準
備
委

員
会
」（
仮
称
）
の
設

置 

③
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

の
継
続 

④
　
児
童
・
生
徒
及
び
Ｐ
Ｔ

Ａ
へ
の
配
慮 

⑤
　
通
学
の
安
全
確
保
の
取

り
組
み 

適
正
化
の
基
本
計
画 

○
計
画
期
間
（
１０
年
間
） 

　
平
成
２１
年
度 

　
　
　
〜
平
成
３０
年
度 

 

○
計
画
の
最
終
目
標 

　
小
学
校 

　
　
　
１１
校
　
　
　
４
校 

　
中
学
校 

　
　
　
４
校
　
　
　
３
校 

阿蘇市学校規模適正化 

基本計画素案 

パブリックコメントの募集 

学校・保護者・地域への説明 

平成２１年４月１０日～５月１１日 

阿蘇市学校規模適正化 

基本計画の決定 

事業の着手 
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